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令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月３日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇自立と社会参

加に向けた一貫

性のある教育課

程を編成し、学

習指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

①子どもたちの

「わかった・でき

た」をより多く引

き出すために、ね

らいを明確にした

授業実践をし、わ

かりやすく評価す

ることを目指す。 

 

 

 

 

 

 

②ライフキャリア

教育の視点をより

強く意識し児童生

徒の実態に合った

教育課程の編成を

行う。 

 

①「学習のねらい」の示

し方や、授業後の「評

価」方法について、学部

研究を通して検討してい

く。 

キャリアアップ班が中心

となり、年間計画の中に

お互いの授業を見合う機

会を数多く設定し、教員

同士学び合う中で、学校

全体の授業力向上につな

げる。 

ICT 機器の活用を促進す

る。 

②引き続き学習会や校内

研究を通して新学習指導

要領に対する理解を深め

るとともに、総括連絡会

や教務班会等で横断的な

議論を重ね、より実態に

合った教育課程の編成に

つなげる。 

① 子 ど も た ち の

「わかった・でき

た」をより多く引

き出すために、ね

らいを明確にした

授業実践をし、わ

かりやすく評価す

る こ と が で き た

か。 

 

 

 

 

 

②学校全体として

ライフキャリア教

育の視点をより強

く意識し、児童生

徒の実態に合った

教育課程を編成で

きたか。 

①ねらいの視覚

提示物を用意す

ることで授業の

始めや途中場面

において「わか

った・できた」

の経験を積むこ

とができ、達成

感を得られるよ

うにすることが

できた。 

 

 

 

②学部研究にお

いて、教務班が

研究推進班と連

携し、年間指導

の見直しに取り

組むことができ

た。 

①ねらいによっては、

単語やイラストでは分

かりにくいねらいがあ

る。改善策として工程

を iPad で動画撮影して

提示することにより、

ねらいをより確認しや

すくしていく。 

 

 

 

 

 

 

②総括連絡会が教務班

会と連携し、横断的な

議論を重ねることで、

より実態に合った教育

課程の編成につなげる

必要がある。 

 

〇保護者アンケートの

中で「わからない」が

一番多かった。実際に

授業を見る機会が少な

かったことが原因と思

われる。 

●児童・生徒の「わか

った・できた」の実感

につながるような取り

組みを、地域が少しで

も手伝えればと考えて

いる。 

 

 

●生活年齢に応じて、

それぞれに目標や課題

が設定されていると思

うが、それが、「高す

ぎるハードル」「低す

ぎるハードル」になっ

ていないか。「一人ひ

とりにフォーカスした

教育」をお願いした

い。  

①ICT 機器の活用によ

り、感覚ではなく、視

覚的に確認しながら、

評価をすることができ

るようになってきた。

オンライン授業の評価

については、より良い

評価方法を検討してい

く必要がある。 

 

 

 

 

 

②新学習指導要領につ

いての理解は深まって

いる。研究を通して、

ライフキャリア教育を

より意識し、系統性の

ある年間指導計画を作

成することができた。 

①今後一層、ICT 機器

の活用を促進し、ねら

いの明確化やわかりや

すい評価方法につい

て、教務班や研究推進

班が推進役となって、

研究、研修を進め、授

業改善につなげる。 

 

 

 

 

 

 

②２年間の校内研究の

まとめを受け、今後の

方向性や取り組みにつ

いて検討し、カリキュ

ラムマネジメントを行

っていく。 

 

 

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

〇個々の障害特

性を理解し、生

活年齢や発達段

階 に 合 っ た 指

導 ・ 支 援 を 行

う。 

 

 

 

 

 

①児童・生徒の実

態を的確にとら

え、刺激の少ない

物理的な環境設定

の中で指導・支援

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学校全体で人権

感覚を磨き人権意

識を高め子どもた

ちの人権に配慮し

た児童生徒指導・

支援を行う。 

①フロントゼロを意識し

た教室環境の整備を徹底

する。 

外部講師や専門職の助言

をタイムリーに得られる

システムを確立し、アセ

スメントに基づく指導・

支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

②名札を常に着用し、誰

に見られても説明できる

指導・支援を行う。 

「さん付け呼称」を行う

ことで、後に続く言葉遣

いを優しくしていく。 

 

①フロントゼロを

意識した教室環境

の整備を徹底し、

刺激の少ない物理

的な環境設定の中

で、児童・生徒の

指導・支援を行う

ことができたか。 

 

 

 

 

 

 

②人権に配慮した

指導・支援ができ

たか。 

①フロントゼロ

を意識した教室

環境の整備は概

ね達成できた。

アセスメントツ

ールを活用しな

がら、個別教育

計画を作成し授

業実践すること

ができた。 

 

 

 

 

②授業場面では

「 さ ん 付 け 呼

称」が浸透して

きた。学校生活

全般において、

丁寧なことばか

けがされるよう

になってきた。 

①フロントゼロを意識

した教室環境の整備を

継続するとともに、聴

覚刺激についても十分

な配慮をしていく必要

がある。日常の行動観

察を含む各種アセスメ

ントを的確に行い、専

門職と連携しながら指

導・支援を実践してい

く。 

 

 

 

②授業場面など設定さ

れた場面での「さん付

け呼称」を継続しなが

ら、学校生活全般にお

いて「さん付け呼称」

と丁寧なことばかけが

できるよう実践を広げ

ていく。 

〇保護者アンケートで

は、実際の教育場面を

見ていただく機会が少

なかった関係で、「わ

からない」という回答

が 24％を占めた。 

●授業参観をした際、

教室の環境設定におい

て様々な工夫がしてあ

り評価できる。 

●アセスメントに基づ

き個々の目標を設定し

た成果が出ている。 

 

〇学校は、人権に配慮

した指導支援を行って

いるかという設問に対

し、90％の方から、肯

定的な評価をいただい

た。 

〇：保護者アンケート 

●：評価部会委員より 

①フロントゼロについ

ては浸透してきてい

る。環境設定について

は、専門職が生徒の

個々の状態に応じた助

言をタイムリーに行う

ことにより、すべての

児童生徒が安全安心に

学習活動できることに

つながった。 

 

 

 

 

②児童・生徒への丁寧

なことばかけが校内の

様々な場所で聞かれ、

個々の意識は高まりつ

つある。個々の取組を

共有し、組織として人

権感覚の向上につなげ

ることが課題である。 

①教室環境の整備だけ

ではなく、学校全体の

物理的な環境整備は、

継続して行っていく必

要がある。教務班が作

成したチェックリスト

に基づき定期的な点検

を行っていく。保護者

に安心していただくた

めに、工夫している点

をホームページ等で発

信していく。 

 

 

②個別の教育計画にも

とづき、児童生徒の生

活年齢と特性に応じた

支援の手立てを丁寧に

共有することにより、

人権に配慮した児童生

徒の支援・指導に生か

せるようにしていく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月３日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

〇卒業後の生活

をイメージし、

小学部段階から

系統性のある進

路指導・支援を

行う。 

 

 

 

 

①好きなこと・得

意なことを、授業

や休憩時間の中で

見つけ、一人で過

ごせる時間を伸ば

す支援を行う。 

 

 

 

②児童生徒の発達

段階を踏まえて、

ライフキャリア教

育の視点を持った

進路指導・支援を

行う。 

①「わかった・できた」

につながる好きなこと・

得意なことを担任と家庭

が連携して探っていく。

各学部と進路指導担当が

中心となり、児童生徒の

実態に合った余暇の過ご

し方について検討し実践

する。 

②昨年度の研究の成果を

活かしながら、小学部か

ら高等部卒業までを見据

えた系統的な進路指導・

支援を行う。 

①家庭と連携し休

憩時間や余暇を安

心して一人で過ご

す方法をみつける

ことができたか。  

 

 

 

 

②児童生徒の発達

段階を踏まえて、

ライフキャリア教

育の視点を持った

進路指導・支援を

行うことができた

か。 

①個々の生徒の

好きなことや得

意なことを見つ

けて、一人で過

ごせる時間を延

ばすことができ

た。 

 

 

②ライフキャリ

ア教育の視点を

持ち、小学部段

階から身につけ

ておきたいスキ

ル に つ い て 指

導・支援を行う

ことができた。 

①休み時間に教員や友

達と一緒に過ごすこと

が好きな生徒に対し、

敢えて一人で過ごす時

間を設定することは難

しいが、意図的に設定

していく必要がある。 

 

 

②コロナの影響で、小

集団での指導・支援が

増え、他者とコミュニ

ケーションや協力が必

要な課題設定が難しか

った。学習の進め方の

工夫が必要である。 

〇学校は、家庭と連携

した休憩時間や余暇を

安心して過ごす方法を

見つけることができた

かという設問に対し、

74％の保護者から肯定

的な評価をいただい

た。 

 

〇学校は、将来の自立

と社会参加に向けた進

路指導・支援を行うこ

とができたかという設

問に対し、77％の保護

者から肯定的な評価を

いただいた。 

①卒業後の生活をイメ

ージし、休憩時間やや

余暇を一人で過ごす方

法を見つける取り組み

が進んだ。小学部段階

から系統性のある進路

指導・支援を行う必要

がある。 

 

②児童生徒の発達段階

を踏まえて、日常の家

庭での過ごしや地域生

活を意識し、将来の自

立と社会参加に向けた

進路指導を行うことが

できた。 

①今後も進路支援班で

各学部の取り組み状況

を把握し、学部のつな

がりを意識した進路指

導・支援を行う中で、

生徒の実態に合った余

暇の過ごしについて、

保護者とも連携し検討

していく。 

②発達段階に応じて、

自己選択、自己決定を

する経験を重ね、役割

を持って教育活動に参

加することにより、進

路指導・支援につなげ

ていく。 

４ 地域等との協働 

〇共生社会の実

現に向け、地域

資源の活用、本

校の資源の活用

等を通し、双方

に有益な取り組

みを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

①パラスポーツ等

を通して障害の有

無を問わず自然に

触れ合う経験をす

ることで、本校へ

の理解や障害者理

解啓発を推進す

る。 

②センター的機能

の役割を果たし、

インクルーシブ教

育の理解啓発を進

めるとともに、湘

南台高校との連携

を強める。 

①コミュニティ・スクー

ルの「切れ目ない支援部 

」主催の地域とともに創

るパラスポーツイベント

の企画・運営を行う。 

参加者が障害の有無を問

わず自然に触れ合う活動

を設定する。 

②多くの人に興味を持っ

て閲覧してもらえる内容

の充実したホームページ

を作り、情報発信の精度

と頻度を高める。 

湘南台高校との連携にお

いては、教育相談コーデ

ィネーター、進路担当、

生徒指導担当等が定期的

に話し合う機会を設け、

持続可能な連携システム

を構築する。 

①「切れ目ない支

援部会」主催のパ

ラスポーツイベン

トを開催し、障害

者理解、啓発を進

めることができた

か。 

 

②ホームページ更

新の頻度は上がっ

たか。湘南台高校

との間で持続可能

な連携システムを

構築することはで

きたか。 

①コロナの影響

で「切れ目ない

支援部会」主催

のパラスポーツ

イベントは開催

できなかった。 

 

 

②コロナの影響

で、ホームペー

ジの月１回程度

の更新は難しか

った。                                  

湘南台高校との

連携は進まなか

ったが、地域の

学校で、インク

ルーシブ教育理

解啓発の出前授

業を行った。 

①次年度に向けて、持

続可能な「地域ととも

に作るパラスポーツイ

ベント」について委員

の方とともに検討を重

ねる必要がある。 

 

 

②ホームページの更新

については、無理のな

い公開ペースとするた

めに、検討が必要であ

る。 

オンライン等、状況に

応じて連携できるシス

テムを構築し、地域の

学校のニーズや状況に

応じて対応できるよう

にする必要がある。 

●コロナの状況によっ

ては、難しいと思われ

るが、今後も「地域に

開かれた学校」「地域

とともにある学校」づ

くりを目指してほし

い。 

 

〇学校は、ホームペー

ジ等を通じて必要な情

報をわかりやすく発信

しているか。また、学

校の魅力をPRし、障害

者理解、啓発を進める

ことができたかという

設問に対し、保護者か

らの肯定的な評価は、

62％にとどまった。 

①実際にイベントの開

催はできなかったが

「できない」から「ど

うしたらできるか」と

いう視点に切り替え、

検討することができ

た。 

 

②コロナの影響で、見

学ができないが、関心

を寄せてくれている

方々に対し、日々の最

新の情報を発信してい

く必要がある。 

地域の学校にインクル

ーシブ教育理解啓発の

情報発信を行った。状

況に応じて協働した取

組ができる仕組みを整

えていく必要がある。 

①コロナの状況に左右

されない持続可能なパ

ラスポーツイベントの

企画・運営を行い、本

校の児童生徒と地域の

子どもたちとの交流の

機会を持ち、障害者理

解啓発を推進する。 

②日常の生活、登下校

場面、余暇の過ごし

方、さらには、教材教

具、作品、教室環境な

ど、閲覧者が知りたい

情報を伝えるようにし

ていく。 

地域の学校との現状の

連携を継続しながら、

オンライン等持続可能

な実施方法を整えてい

く。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇 安 全 ・ 安 心

な、事故・不祥

事のない学校で

あるよう管理・

運営を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①私費会計の適正

な執行や個人情報

の適切な管理につ

いて徹底し、事故

を未然に防ぐ。 

 

 

 

 

 

②自分で自分を守

る行動がとれる子

どもを育てると共

に、危機管理能力

を高め、組織とし

て子どもを守る的

確な判断ができる

よう訓練する。 

①「不祥事に対するハー

ドルを下げない」を合言

葉に、必要に応じた管理

システムの見直しを行っ

ていく。 

不祥事防止会議や教職員

の綱紀保持の通知、啓発

資料等を活用し、未然防

止に努める。 

 

②訓練のための訓練では

なく、実際の災害を想定

した「命を守る」行動を

とる訓練を実施する。 

防災宿泊訓練について

は、目的を明確にし、コ

ロナ対策を万全にして実

施する。 

①私費会計の適正

な執行や個人情報

の適切な管理につ

いて徹底し、事故

や不祥事をゼロに

することができた

か。 

 

 

 

②児童生徒一人ひ

とりが主体的に考

え、様々なシチュ

エーションに対応

できるようになっ

たか。 

職員の危機管理能

力が高まったか。 

①私費会計の適

正な執行や個人

情報の適切な管

理について徹底

し、事故を未然

に防ぐことがで

きた。 

 

 

 

②避難訓練やシ

ェークアウト訓

練を繰り返し実

施することで主

体的に考えて行

動できるように

なってきた。 

 

①私費会計について県

のマニュアルに則った

適正な処理について

は、１年間かけて変更

した。個人情報の適切

な管理については、概

ね達成できた。 

 

 

 

②防災宿泊については

実施できなかったが、

分教室において、段ボ

ールベッド、防災食喫

食等の体験的な防災教

育学習を行うことがで

き、生徒は主体的に取

り組むことができた。 

〇学校は、個人情報の

管理を徹底し、安全安

心で事故のない学校の

管理・運営を行ってい

るかという設問に対

し、保護者からの肯定

的な評価は 89％と高か

った。 

 

 

●防災食の喫食訓練

は、食べるという経験

にとどまらず、防災食

の吟味、品目や素材の

変更に結びつけられた

かという指摘があっ

た。 

①「不祥事に対するハ

ードルを下げない」を

合言葉に、不祥事ゼロ

プログラムを実施し、

不祥事防止会議、不祥

事防止研修会を開催し

不祥事の未然防止に努

めた。 

 

 

②防災教育学習では、

赤十字社や防災士を招

き、実践的な学習を行

った。生徒自身が災害

時にできることを「自

助」「共助」の観点か

ら考える機会とするこ

とができた。 

①風通しの良い職場づ

くりに効果があった

「同僚性を高めるグル

ープミーティング」を

来年度も実施し、事故

の未然防止に努める。

同僚性の中で、何でも

相談できる雰囲気を作

り、公務外の非違行為

を未然に防止する。 

②災害時に自分がどう

いう行動取るべきか

を、主体的に考えさせ

る実践的な訓練を実施

する。 

 


